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2011年資料

2011年モデルの資料がなんとなくそろったので眺めていると数点気がつきました。

HOYT

ほとんどのモデルがパラレルタイプになり、遠目では区別がつかなくなりそうです。
目立っていたのは従来2P構造にしていたヨークケーブルをPSEなどと同様に2分岐式にしたこと。

ここ数年、2Pの欠点、発射時にヨーク部分でタイムラグが発生するらしくカムの首振りが気になっていたので
すがついに補正することにしたのでしょうか?

この現象は知人に教えてあったのですが、J・テクミチョフと話をする機会がありその現象についてたずねたら
いやな顔をして無言でせを向けていってしまったそうで、やはり気になっていたのだと思います。

HOYTが2Pにこだわっていたのは、作成の手間がかからないことと、なまじっかヨークバランスを調整できる
ようにすると過剰に調整されてリムなどの破損につながるのでそれをきらったためと思われます。

(一時期2Pの合わせ目をしばってあったこともあるのですがショップ、ユーザーが過剰調整して破損が頻出した
ことがありすぐにフリーに戻しました)

EASTON

それほど目立った変化はなさそうですが、当ラボでもお勧めしているCarbon Oneに550・500・450・410およ
び120-110グレインのポイントが登場したこと。

今後、CPでの需要が多くなるとの判断でしょうか?

どちらにしてもスパインの選択の幅が広がることは歓迎ですが出来れば柔らかいほうのスパインも増やしてく
れるとありがたかったのですが・・・・
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もうひとつ、NAPS(National Archery in the Schol Program?アーチェリーのビギナースクール)用
の1820Genesisアローにオレンジが加わったことと、G-ユニブッシュが加わったらしいこと。

ただし、カタログ後方の一覧ページには記載されていませんが、18ページの写真ではユニブッシュが装着され
ているように見えますしGenesisの説明コーナーには記載されています。

FUSE

過去において、Acculaunch Fall-Awayレスト(シンプルで好感を持てました)以外は使用したことがないのでコ
メントは避けますが、当ラボの顧客にはスタビライザーなどはあまり評判が良くありませんでした。

派手さに惹かれて購入するアーチャーが多いようですが、この辺りは好き好きなので・・・・

PSE

2011年ユーザースガイドを読んだところ、Chaos用のFCカムの使用方法とチューンのためのチャートが掲載さ
れていました。

これによると従来1インチ刻みだったドローレングスがほぼ1/4インチ間隔で調整できるようになったこと。

ケーブルの引っ張り方を変化させる機構が組み込まれており、これを調整することでリムボルトをいじらずに
ピークウェイトがほぼ10%減少できるようになったこと。

(Grow With Youという表現です、減少の幅はちょっとややこしく、チャートが明示されています)

Chaosはもともと年少のアーチャーの成長に合わせて使えるようにドローレングスの幅を広くしてあったので
すが、ポンド数も中間的なものをという需要があったのだと思われます。

以上気がついた部分だけピックアップしてみました。

  2010.12.2

光りもの (ClearView Peep)

発注してあった、VaporTrailのClear View Peepがサ
ンプル入荷しました。

 これはアクリル(?)製の透明素材を使用したピープサ
イトで、カラーは9種類、Red Purple Blue Green
Pink Orange Black Yellow Smokeがあります。

口径は3/16インチ(4.7mm)のみですので適用
は42mmクラスの大口径スコープサイトとの組み合わ
せになると思います。

私は現在、Tru-PeepのSuper(3/16")とCBEの42mmス
コープの組み合わせで使っているのでぴったりで
す。

当初は最近お気に入りのStorkerizedのアクリルスタ
ビライザーとの色合わせ程度に考えていたのです
が、50メートルCPラウンド対策としてサイトの
ビューが的中に大きな影響があるのが次第に分かっ
てきたためピープの色合いと透過性も大きな要素に
なってくるような気がしています。
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ピープに透過性があると、スコープのピントや景色・
視野にどのような影響があるか興味深いものがあり、
とりあえず全色入荷したのですべて試してみるつもり
でいます。

(註)Blackは透明ではなく透過性はありませんが・・・

ところで、長い間の経験から的がはっきりと認識でき
るコンディションのほうがスコアやグルーピングが良
いと長い間思い込んでいました。

しかし、先日Hit/Missフェースでテストした際に、最
もタイトグループ(センターに3本接触状態でヒッ
ト)したのが、ピープのアライメントが曖昧で的がぼ
やけていてほとんど見えていない状態の時だったのに
びっくり!!
(ちょっと屈辱的な思いをしましたが・・・)

Hit/Miss的に関してはメンタルな要素が大きいのを実
感しました。

かっちりとしたピントが良いのか、はたまた多少ソフ
トフォーカスのほうが良いのかも併せて試してみるつ
もりでいます。
(むろん個人差があるとおもうのであくまで私の場合
ですが)

尚、結果が良ければ正式に販売する予定でいますが予
価は800円程度になると思います。

  2010.11.18

実際に装着してシュートしてみました。

カラーはアクリルスタビライザーに合わせてパープルを使用。

視野が全体に明るくなるのですが、全体のイメージはややソフトフォー
カスといった印象です。

フルドロー/エイミング中はピープのカラーは認識できず単に透明にしか
見えませんでした。

但し、テストが千代田区体育館の完全インドアの蛍光灯照明の場所でし
たので、アウトドア(特に炎天下や晴天時)、フィールドなどでの逆光の
場合にはハレーションが発生する可能性は考えられます。

ここしばらくはアウトドアに出れる環境にないため、後日テストという
ことで・・・・・

  2010.11.21

Vendetta XS 下カム交換サービス予約受付のお知らせ
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2011年からL6カムのローレングス調整機構がマイナーチェ
ンジされたのに伴い、希望があれば旧タイプの下カムを新
タイプのものに換装するサービスを開始する予定です。

交換対象は下カムのみで、今回のマイナーチェンジはリ
コール当による設計不備によるものではないため有償とさ
せていただきます。

旧タイプはフリーストップのため、より細かいドローレン
グス調整ができるためバレーの長さを任意調整できるメ
リットもあり、欠陥とは言えないからです。

ただし、過剰に調整するとアローが荒れやすくな
ること。

ねじ2箇所止めでは長い間に緩む可能性があるので
まめな点検が必要であるというデメリットも同時
に存在いたしますのでご留意ください。

新タイプではドローレング調整は1/2インチ刻みと
なります。

現在、メーカーに手配しており到着するまで交換
にかかる費用等は現時点では未定ですがご希望の
方は事前にご連絡ください。

尚、換装に伴い再チューニングが必要となります
のでご了承ください。

☆当該サービスは当ラボにてVendetta XSをご購入
の方のみに限定させていただきますのでご了承く
ださい。

旧タイプの調整機構

   
  2010.11.6
   

L6カムのマイナーチェンジ

日本人向きとしてお勧めしているX-Force Vendetta XSなのですが、2011年モデルからカムの仕様にマイナーチェン
ジがあったようです。

カムの形状などには変化がなく従ってドローフィーリングは変わらないはずなのですが、ドローイングセットの方式
が従来のフリーストップ(ねじ2本で固定)から、2種類のモジュール交換による1/2インチ刻みの固定選択方式に変更さ
れました。

旧タイプのセットではフリーであったためドローレングス調整パーツとストッパーの位置をずらせばバレーの位置の
バリエーションがコントロールできるという柔軟性があったのですが、調整パーツが途中でずれて動いてしまうとい
うマイナートラブルがあったようです。

実際、私も使っているうちにドローポジションセツティングが動いてしまい、ドローフィーリングとグルーピングが変化してしまうという経験
をしました。

今回そのトラブルを防止する意味で、ドローレング調整パーツにそれぞれのドローレングスに対応したホールを設
け、更に、ピンでずれないようにしたようです。
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さて、メーカー出荷時に装着されてくるモジュールではA・C・E・G・I・Kというホールポジションで30インチか
ら1インチ刻みで25インチまでに対応しています。

もし、1/2インチ刻みの調整をしたい場合には、付属のモジュールに交換し、B・D・F・H・J・Lのホールを選択する
ことで29.1/2インチから24.1/2インチまで対応出来ます。

尚、ドローストッパーは従来通り1/2インチ刻みになっていますが、従来はA・B・C・D・E・Fの刻印とその間がカム
に刻印されていましたが、2011年からAからLまでに刻印が変更されています。

いずれ正式なチューニングチャートが公開されると思いますが、とりあえず新旧のポジションを表にしてみました。
L6カムドローイング調整コードの差異チャート

ドロー
レングス

2010年 2011年

ポジション モジュール7970RB
(ACEGIK)

モジュール7971RB
(BDFHJL)

30 A A  
29.1/2 |   B

29 B C  
28.1/2 |   D

28 C E  
27.01/2 |   F

27 D G  
26.1/2 |   H

26 E I  
25.1/2 |   J

25 F K  
24.1/2 |   L

☆この表はVendetta XSにL6カムを組み合わせた場合のチャートです。他のモデルに組み合わせた場合には対応ドローレングスは異なりますの
でご注意ください。

☆ポジションコードはドローレングス/ドローストップ共通です。

☆2011年モジュールの7970・7971はモジュールナンバーでその後ろのRBは(右利き用ボトルカムモジュール)を表しているのだと思います。
左用では7970LB・7971LBになるはずです。

       

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/L6-cam-inner-inst.jpg
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  2010.11.2
   

スコープドットの選択とピント調整

とりあえず３メートルの近射でスコープドット(リ
ング)と的の輪郭が最も見やすい組み合わせを探っ
た結果、CBE42mm８倍に写真のリングパター

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/L6-cam-inner-inst.jpg
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ン(Gunstar Chubby Target setの最大径のもの)の組
み合わせ、比較用としやはり見やすかった
とTruspot6倍の双方をサイトに組み込み。

ちなみに、組み合わせたピープ
はTrupeepの3/16"SuperHUnterで、CBEサイトのエ
クステンションをピボットから９インチ位置にした
ときにピープリングがスコープ外枠よりほんのわず
かだけ大きく見えるポジションにしてあります。

さて、千代田区の体育館で、３０メートル用にス
ケール調整したフェースで実射してみました
が、CBEのほうは３メートルであっていたピント
がまるっきりダメ、Truspotも問題外ということで
組み直し。

手持ちスペアの中からCBE42mm８倍レンズか
ら4倍のものにチェンジ、同じサイズとカラーのリ
ングを貼付したものを使用したところピントもばっ
ちりでリングの大きさも違和感がなしになりまし
た。

問題は５０メートルでエイミングしたときにどうな
るかということ・・・・・

さしあたり50メートルをシュートできるのは来月
の半ばなのでそれまでテストはお預けになります。

ところで、丁度居合わせたアーチェリー協会のYさ
んに試しに使ってもらったところ、ピントが全く合
わないとのこと。

やはりサイトの見え方は個人差が大きいようです。

サイトドットのパターンはこちらをご参照ください。 

Chubbyを選んだのはリングの線の太さが一番太くみやすかったためで
す。 

カラーはピンクが一番見やすく、ブラックやホワイトなどではターゲッ
トフェースのデザインの中にリングが溶け込んでしまい私には駄目でし
た。これも、個人差がはず・・・

  2010.10.18

50メートルCPラウンドへの対策

このところ、完全インドアの射場(江戸川区のアーチェリー場)での練習環境が整ったので、ヒットアンドミスフェー
スで色々と試しています。

実際にこの的をシュートしてみると、得点圏(ゴールド部分)が通常のFITA80センチ的の１０点より大きな１０センチ
口径なのに、レッドとブルーゾーンとの関係なのか非常に小さく見えます。
そしてエイミングの揺れが気になって視力・眼力が衰えてきている私は集中力が持続できません。

なるほどワールドカップでTOPクラスの選手が的外しをしてしまうのも無理ないような気がします。

いままでの８０センチ的では、42mm 4Xの大口径スコープにリングパターンで間に合っていたものが、このフェー
スを狙うと不安になってしまいます。
昔からピンではなく、リング派であった私には結構陰険なフェースデザインのようですね。

ベテランアーチャー数人と話をしたのですが、やはりこ
のフェースデザインは非常にエイミングしにくいらし
く、ピンで狙っていると認識していた人々でも、結局は
ゴールド範囲(80センチ的の１０-９点リング)でエイミン
グしていたのだと納得したとのこと・・・・

結局、この的をエイミングするにはピンドットがあまり
大きいと得点範囲が見えなくなり、リングで狙うとかな

http://www.dhawk.com/index.php?pr=Shop_Gunstar
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り曖昧になる。

ということなのですが。

現在、２種類のスコープと各種リングパターンを準備し
とりあえず、もっとも心理的にも落ち着けるエイミング
環境を模索しています。

具体的には、CBEの42mmの大口径スコープレンズ(4x
8x)、Truspotの29mmスコープにセンターレンズ( ゼロ倍
レンズの中央部分のみ倍率レンズを組み込んだも
の)の6Xと8Xを用意し、さまざまなパターンのドットシー
ル(私の場合はリング)を組み合わせて実験することにしま
した。

ところで、私が実際に距離をシュートできるのは３回/月で実際に５０メートルをシュートできるのはそのうちの１
回だけなので、そのほかは３０メートルか自宅でスケール補正したフェースを利用してのシミュレーションです。

３ヤード用はアップしてあるのでそちらをご覧いだくとして、30メートル用はArcher's Advantageに組み込まれてい
る"Scaled Target"を利用して印刷したものを使用しています。
但し、この付属のユーティリティではフェースのブルー部分は印刷されないのでゴールド/レッド部分を円形に切り
抜いてブルーの紙に貼り付けて使用することにしています。

シミュレーションではフェースの得点サイズとスコープのリングサイズのマッチングをみることにします。
大体のイメージはこれが確認できますが、実際の距離でのピント(私にとっては非常に重要な要素)とは異なるのでそ
の部分は50メートルでの実射で調整ということになります。
  2010.10.15
   

Beiter コンパウンドボウレスト

各メーカーで２０１１年の新製品が発表されはじめましたが、ついにBeiterがコンパウンドボウ用レストを発表しま
した。

説明をみると、「板ばね」タイプのランチャーを採用し、上下の調整をかなり細かいレベルで出来るというのが売り
のようです。

「板ばね」に関しては金属疲労による変化が大きいため個人的にはあまり賛成しかねる部分が多いのですが、バイ
ターがこの辺りをどう考えて製作したかが見ものです。

とりあえずサンプルを１台手配してもらっています。

評価は現物が到着してからということで・・・・・
  2010.10.9

PSE 2011 (とりあえずDOMINATOR)

PSEが発表したターゲット競技指向のニューモデル
がDominatorです。

このモデルで目立つのがストレートバランスの

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/hit-and-miss-3m.pdf
http://www.wernerbeiter.com/en/products/compoundrest/compoundrest.php
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シュートスルーライザーでHOYTのようなレスト周
りだけではなくフルサイトウィンドウがシンメト
リーのシュートスルー構造になっています。
また上部だけではなく、グリップより下の部分も
シュートスルーにしています。
本来上側だけでよいはずなのですが重量バランスの
関係+徹底的に剛性を上げるためにこのようにした
ものと推定されます。

当然重量は重くなりデフレックス構造
のMoneyMakerより２３０グラム前後増量になって
います。

さて、このライザー、完全に左右シンメトリー(対称
形)になっているらしくグリップ部分までシンメト
リーになっていて、写真の矢印部分辺りにケーブル
ガイドバーを取り付けるホールが左右のライザー部
分あいています。
ライザーをRH・LH共有にすることで加工コストの
低減を図ったものと思われます。

つまり、ライザーだけ考えればケーブルガイドを左
右付け替えれば右用が左用ハンドルに変身すること
になります。
ただ、カムだけはそうはゆかないのでオーダーの際
には、RH・LHを指定する必要があります。

ハイブリッドカムでは左右は専用ユニットになりま
す。(2カムの場合には上下を入れ替えて反転させれ
ば良くRH・LH供用)

さて、軸間距離は４０インチなのでMoneyMakerと
ほぼ同じくターゲット用として使いやすくなってい
るうえ、スピードよりも安定性優先のターゲット向
きのニューカムを開発したようでこの部分は大歓迎
です。

リムボルトは上下に２個なのですが、ここまでやる
ならMoneyMakerのように４ボルトにしてくれた方
が良いのではと個人的には思うのですが。

まあ、後の評価は現物を見てからということ
に・・・

ところで、その他ワンカムニューモデルが登場した
り、カムのマイナーチェンジがあ
り、MoneyMakerやChaosも新しいカム仕様に変更
されるようです。

これは、スペック表の発表までわからないのです
が、カムの形状変更があったので、ストリングや
ケーブルのサイズも従来のものは使えなくなると考
えた方がよさそうで頭が痛いところです。

   
  2010.10.8
   
   



Archery Labo7

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/archery_labo7.html[2014/10/30 11:11:10]

ケーブルスライダーの比較テスト

依頼もあり、ケーブルスライダーの比較テストをしてみました。

比較対象は写真の４種類。

左から、Bowturbow Alpine ArcheryのMach 5 Teflon Cable Slide、PSE純正品、、前回ご紹介のWinner's
ChoiceのWeather Tamer、４種類です。

テストは装着時の初速(fps)での比較。

各スライダーのスペックは下記の通りです。

ケーブルスライダー比較データ

メーカー 質量 (グレイン) オフセット量(mm) 装着時ピークウェイ
ト(Lbs) fps(２７インチ位置)

PSE純正 80.7 17.9 39.3 249
Alpine Archery 70.5 17.1 41.6 251
Winner's Choice 135.9 17.7 39.3 251
Bowturbow 636.7 - - -

テストに使用したのはX-Force Vendetta XS (27インチドローセット) 
アローはCarbon One 730 26" 291grでアロー初速計測は２７インチ位置での数値です。

比較データの項目についてはなるべく同じ条件で
測定したかったので、ケーブルロッドのオフセッ
ト位置はそのままでスライダーのみ差し替えで行
いました。

尚、各スライダー装着時のアロへとのクリアラン
スは上記のとおりで、計測はフルドロー時のバス
ケーブルとアロへシャフトの腹の距離で行いまし
た。

質量や材質が異なるとアロースピードが変化する
のか?、ということが今回のメインテーマです。

スライダーがケーブルにやさしいのかどうかに関
しては長時間同じ条件下で使用しないと分からな
いので断念、スライダーのケーブル溝の形状で判
断するしかありません。

さて、テスト中に問題が数点。

まずAlpineのものですが、スライダー本体にテフ
ロン性のライナーが組み込まれており本体から突
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出したピンとスライダーに開けられたホールで支
えられています。

３/８インチのケーブルロッドに対して多少きつめ
なためか装着をしくじったらしくピンから外れ、
左の写真のようになってしまい組み直し。

尚、ケーブルをスライダーに取り付けるためには
ボウプレス等が必要です。

次は、ローラータイプのオフセットパーツです。

本体はケーブルガイドにねじで固定のためスライ
ダーとは言えません。

最近のBowtechやMathewsに多く使われているタイ
プのオフセットパーツです。

さて、このツールしロッドからケーブルのローラー
ガイドまでかなりの距離があるためテストに使用し
たVendetta XSではケーブルがストリングストッ
パーに接触してしまいます。

そのため、ケーブルガイドロッドを１/８回転ほど外
に振るようにしてやっとクリアランスは確保できま
した。

さて、実際に組み込んでマニュアル通りにセットし
てみたのですが、写真ではわかりにくいかもとれま
せんがケーブルがローラーガイドのエッジに微妙に
触れています。

パーツのロッド上の取り付け位置や水平角度の微調
整を試みましたが必ずどこかが接触してしまうため
危険なので断念。

念のためメーカーのWEBページを探ったとこ
ろ、PSEの場合(BOWTECHも同様らしい)は専用のオ
フセットブラケットと組み合わせる必要があるようで
す。
こちらから適合モデルの確認ができます。

テストに使ったVendetta XSは軸間２９インチのショートボウな
のでボウレングスが大きいものならケーブルがエッジにヒット
しない可能性はありますがいずれにしても注意が必要です。

 

ということで、残りの３種類で比較テストをしました。

ケーブルのオフセット量が大きい場合、ケーブルテンションが強くなる(ケーブルが短くなるのと同等)ので若干
ピークウェイトは増加します。
Alpineとほかの２機種を比較してもらえばわかると思います。

http://www.bowturbow.com/products/index.html#p7EPMc1_5
http://www.bowturbow.com/products/index.html#p7EPMc1_5
http://www.bowturbow.com/information/bowlist.asp


Archery Labo7

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/archery_labo7.html[2014/10/30 11:11:10]

次にスライダーの質量ですが、単純に考えると重いほうが矢速を遅くする要素になりそうな気もするのですが、
アローが発射されるときのケーブルの移動量を考えるとあまり影響はないのかもしれません。

結論にして良いのかどうか自身はありませんが、Alpineのものは質量が最も軽く、ポンド数も高いのでアロー初
速が早いのは当然ですが、質量がかなり違うWinner's Choiceのものが同じポンド数なのにPSEのものより速いの
はケーブルとスライダーの摩擦係数によるものかもしれません。

(オフセット量はPSEのもののほうが小さいのですが計測に使用したEASTONのデジタル秤では差が出ませんで
した)

  2010.9.28

ただいまテスト中

こちらは先日仕入れた、Knotlessループ。

実際に組み込んでみましたが、特にストリングに
マスウェイト(ノックセット)を多数組み込んであ
るXFシリーズのストリングではちょっと苦労させ
られました。

末端ループがある程度ずらせるようになっている
ものの本体が固くてかなり力が必要。

途中、平行ポンチの4mmなど駆使しどうにかセッ
ト。

実際にセットしてみるとおさまりも良く安定感も
あるのですが、最終的にループの形にするために
ループプライヤできつく締めてしまったため位置
を動かすのは大変そうです。

さて、実射と思い私のリファレンスリリー
サー・Stanislawski SX2 Quattoroでと思ったので
すが、なんとクロスジョータイプのこのリリー
サーにはループが太すぎて爪のロックができませ
ん!!

あわてて他のリリーサーもチェックしたところ、
スコット・カリパー、Jimmy T、カーターのク
ローズジョーモデルなどはOKでした。

何か対策を考えなくてはなりませんが、繊維製品
なのでやすりでけずって補足するわけにもゆか
ず・・・・

さて、次はサンプルとして頂戴したWinner's Choiceのケーブルスライダー、ちょっと大きめのサイズです。

メーカーのWebページで確認すると温度変化に強く、耐摩耗性も高いデルリン製とのこと。

問題はPSEのモデルに使えるかどうかでしたが、２本のケーブルのオフセット量も問題なくクロス部分のク
リアランスも充分です。

ということで合わせてテストすることにしました。

組み込みにはボウプレスでケーブルをルースにするか、ケーブルガイドバーを外さないと組み込み出来ない
のが残念ですが、この形状では仕方ないと思います。

http://www.winnerschoicestrings.com/products.html
http://www.winnerschoicestrings.com/products.html
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スライダーのエッジ部分が丸くなっており、横方向にもクリアランスが大きいのでケーブルの摩耗・磨滅は
小さくて済みそうです。
試しに、ドローイングマシーンでフルドローチェックをしましたが、ガイドのエッジとケーブルは鋭角には
接触していませんでした。

ケーブルガイドに関しては、数多くシュートしないと分からないので、結果報告は来月ということ
で・・・・

 

追伸です・・・

結局、ループの太さを削るわけにもゆかず、その
ままではテストにはならないので、Stanのジョー
の受け口の矢印の部分をやすりで削りました。

ところでKnotlessループの太さは３．４mm前後あ
りました。
普段、私が使っているのが2mmですからかなりの
違いです。

さて、リリーサーのこの部分はストレスもかから
ないため問題はないはずですが、念入りにチェッ
クするつもりでいます。

他の方にはお勧めしません。
絶対にまねをなさらないでください。

万一、同様の加工したことに起因する事故等に関しては当方
は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

 

さらに追伸
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リリーサーの加工も終わったのでテストしてみました。

実射による体感変化は特になしなのですが、ループがかなり固いのでリリーサーで取りかけるときにちょっと違和感があります。
ソリッドタイプのノックセット程ではないのですが、リリースミスは２mmロープに比較してちょっと拾いやすいかなという印象がありま
す。

さて、心配していた切断時の交換の心配ですがよほど不幸なアクシデントがない限り、ストリングの寿命より長そうな気がします。
丈夫さとノックを傷めにくい点は大いに評価できると思います。
特にScotto Caliperのような挟み込みタイプの人差指リリーサーの利用者にはおすすめできると思います。

もうひとつ、一旦位置決めして強く止めてしまう細い糸がストリングに噛みついているためと位置の変更は大変困難なため注意が必要にな
ります。

2010.9.7-26

ヒットアンドミスフェース

FITAのCPラウンド、ファイナル用のターゲット
フェースが到着しました。

ただのそっけないシンプルな的紙なのですが、
ワールドカップなどでの評判では結構プレッ
シャーがかかるメンタル的にはきついデザイン
のようです。

これは、あくまでトーナメント形式のファイナ
ル用なので一般には使われる機会はほとんどな
さそうなのですが私のところのチューニングは
すべてこの的の使用を前提としベストの結果が
出るものにしたいと思っています。

まあ、弓のセツティングやチューニングよりも
メンタル的要素が大きいのはわかっているので
すが、スコープとピープのコンビネーション、
ピントの合い方、そしてリリーサーの選択など
はかなり重要な要素になりそうです。

さて、先日ある協会の方とお話をしていたので
すが、今までの積み重ね/点数加算方式の試合と
は別に、最初から「格闘技」としてトーナメン
トをして勝者を決めるというローカル競技も面
白いのではという話になりました。

加算方式では根気が続かないで息切れしてしま
いトータルスコアが結果として地味になってし
まうアーチャーも多数存在します。

格闘技タイプのさしの勝負だと意外な人が上位
に入ってくる可能性も大きいと思いますの
で・・・・
(実は私自信がそのタイプに近いような気がしています。学
生時代のアトラクションなどでのさしの勝負はいつも上位
常連でしたから・・・・・)

  2010.8.30
   

テスト品入荷
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新しいタイプのストリングループが到着しました。

カタログの広告ページで目に付き興味があったので手配してあッたのですがやっと到着。

効能書きでは・・・・・

☆ループエンドを熱で融かしたエンドのように抜け落ちることはありません。

☆メタルのノックセットのようにノックを傷つけることはありませんしずれ込みも防げます。

☆ラバーボタンのように消耗さません。

☆メタルループ(ソリッドタイプのねじ止めのノックループ)のようにストリングを傷めたりねじが緩む心配は
ありません。

でした。

さて、現物が来てみると「メビウスの輪」のようにエンドレスなループです。

どうやってストリングにセットするのかと思ったら、取付け説明書が同封してありました。
どうやら、ストリングを一旦カムから取り外して2つのループの中を通すようです。

効能書きにあるメリットは納得しましたが、問題が2個ほど、まずボウプレスがないとノックセットが出来ませ
ん、もし射場などで切断した場合その場で修理することは難しそうです。

耐久性などは実際に使ってみないと分からないのでこれから現用機(Vendetta XS)に取り付けてテストを開始し
ます。

まあ、最近はボウプレス持参で射場に赴くようにしているので私の場合には問題はないのですが一般的にはど
うでしょうか?

ところで、ループの長さは2種類あり、写真の上がショート(ブラック/ホワイト)、下がロング(ブラック/ホワイ
ト/グリーン)です。

価格は650円辺りになると思いますが・・・・・
  2010.8.30



Archery Labo7

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/archery_labo7.html[2014/10/30 11:11:10]

 懸案事項

9月は、母親の介護の関係で19日(日)以外に的前に立てる可能性がありません。

懸案事項はいろいろとあるのですが・・・・・

☆ケーブルガイドの位置とレスト位置の補正 (リアルセンターの探索方法の模索)
☆スコープの口径等によるグルーピングの変化 (42mm vs 29mmでの比較シュート)
☆通常的と H&M的の比較 (エイミングへの影響等々)
  2010.8.23

レストのタイプによるアローの挙動の変化

   

上から見た図です。

前回の追加記事部分ではわかりにくいのでちょっと書
き直しをしてみました。

左図がリカーブボウにおけるパラドックス現象でのア
ローの挙動です。

スパインが柔らかい場合には、アローヘッドがアー
チャーの背中側に飛ぶようにクッションプランジャー
のスプリングを強くします。

逆に、固すぎる場合には、アローが反発力ではじかれ
にくいようにスプリングテンションを弱くしてプラン
ジャーヘッドの沈み量を大きくすることで対応しま
す。

コンパウンドボウの場合には、リカーブボウで横方向
に発生したパラドックス現象がたて方向に現れます。

ただし、これはリリーサーを使用した場合で、コンパ
ウンドボウでもフィンガーリリースしたときにはリ
カーブボウに準じて考えてください。

スパインが柔らかすぎる場合には、ポイント側が下向
き/前傾姿勢で発射されますのですぐに失速症状が発生
します。

極端な場合にはサイトスコープとのクリアランスが充
分なのにヴェインがスコープボディにヒットすること
もあります。

(ノッキングポイントが低すぎる場合にも同様の挙動に
なります)

逆に固すぎる場合にはポイントが、上向きに飛び出す
ため短距離ではむしろサイトが上がるため大喜びする
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アーチャーも多いのですが、挙動が安定しないため結
局長距離では失速になります。

またシャフトが浮き上がるため、安定性に欠け、左右
に動揺しやすくなるためグルーピングが横散りになり
やすくなります。

(ノッキングポイントが低すぎる場合もこの挙動になり
ます)

横から見た図です。

さて、レストのタイプによるアローの挙動は概ね下図のようになると思われます。

リリースの瞬間、ストリングにより縦方向のストレスを与えられたアローは瞬間たわみます。(フィンガーリ
リースによる横のたわみより小さいはずですが)

そして、シャフトの弾力(スパイン)により縦蛇行を開始するのですが、支えられているレストがテンションタ
イプだとレストが沈みます。

そして、レストの沈み量が適正ならアローはまっすぐに押し出されてゆきます。

一方、ファールアウェイレストでは、倒れ込みが開始されるまでは縦方向への逃げがないのでシャフトの弾力
は反作用で跳ね上げられるためポイント側が上をむいたまま飛び出します。

この方向のずれを補正するためにはノッキングポイントを上げればある程度緩和されるのですが、ドローイン
グのポイントが弓の力の中心から上にはずれるためドローフィーリングがぎくしゃくすることにもなりかねず
おのずと限界が出てきます。

私が現在テストしてセットで、シミュレーションより1ランク柔らかいスパインのシャフトのほうがグルーピン
クしやすかったのは、ファールアウェイレストによる跳ね上げと、柔らかいスパインたわみによるシャフトの
レストへの巻きつき現象が相殺となり結果アローがまっすぐに押しだされているのではないかと推定したので
すがどんなものでしょうか?

2010.8.12
   

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/flite-cp-2.jpg
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スパインセレクターソフト比較テスト

リカーブボウではスパインの適合性は、グルーピングの左右傾向やレストから飛び出した瞬間のアローの姿
勢(ポイントとノックエンドの方向)によって比較的わかりやすいのですが、パラドックスが縦方向に発生するコ
ンパウンドボウではなかなか分かりにくいものがあります。

ショップによっては「コンパウンドボウはどんなスパインも使えますよ」といまだに説明しているとんでもない
ところがあるようですが、そんなことはありません。

もちろん、チューニングやセッティングの状況にもよりますが、スパインが柔らかすぎればレストに巻きつくよ
うに発射されノックエンドを跳ね上げた前傾姿勢で飛び出します。

逆に固すぎると、ポイント側が上方向に跳ね上げられ着陸時の航空機のような恰好で飛び出します。

どちらの場合も、長距離では失速するのですが、スパインが柔らかすぎて前傾している場合には短距離でも失速
傾向が強くなるはずです。
逆に固すぎてポイントが跳ね上がった場合には短距離ではサイト的には高くなるのでこれを喜ぶアーチャーも多
いようですがまっすぐに比較すれば空気抵抗も大きくなるため長距離では失速するはずです。

ペーパーチューンである程度は判断でき、ノッキングポイント(レストの高さ)やアームのテンションを変えるこ
とは出来るのですがやはりミスなどをある程度吸収してくれるスイートスポットが大きな調整をするためには、
より適合した範囲を探し出す必要があると思います。

EASTONの公表しているスパインセレクションチャートではある程度は適合範囲を絞れるのですがやはりラフな
印象は否めません。

ここ数年、本来はサイトチャート作成ソフトであるArcher's Advantageに付属しているスパインセレクターを
使ったりしているのですがこのところちょっとずれを感じています。

そこで、スパインセレクター機能を所有しているソフトを買いあさり比較テストをしてみることにしました、

今回の対象は3種類、Archer's Advantage、Easton シャフトセレクター2010、そしてThe Archery Program
Proです。

実は今回のためにPinwheel On Target2というソフトも入手したのですが、インストールは出来たもののその先
のレジストレーション動作のところでランタイムエラーなどが発生し稼働できず今回の対象から外しました。
また、Windows ME配下で走るEASTONのアローフライトシミュレータも現役で持っているのですが、一般性が
ないためここではコメントしません。

さて、選択結果を比較するためにインプットデータは下記に統一しました。

ボウ PSE X Force Vendetta XS

ピーク 42ポンド

軸間距離 29インチ

ブレースハイト 6.1/2インチ

ドローセット 27インチ

アロー Carbon One 730

ポイント 110グレイン

ヴェイン Bohning X-Vane 1.5"×3枚

ノック ピン+バイターピンインアウトノック
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重量  290グレイン

初速 248fps

ただし、ソフトによっては諸データが計算によって算出されてしまうため実測データとは異なる数値で計算さ
れる場合もあります。

 

Archer's Advantage

これは、730番では柔らかすぎてレンジ外という結果が出来ましたが、実射で660番と比較したところ730のほう
が融通が効きそうな印象がありました。

このソフトではボウセットに関しては、メーカーと機種、製造年度を選択するとボウデータは自動的にインプッ
トされますのでドローレングスと使用するポンド数を手動入力します。
アローはメーカーとスパイン、アローレングス(シャフト部分の実測)、ポイント、使用するヴェイン、ノックの
種類を選択するとアロー重量、初速は自動計算で算出して提示されますが手動で実測値に変更することもでき、
その場合には結果はかなり変わってきます。

上図は可能な限り実測データを差し込んだ結果です。
The Archery Program
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さて、これは新規したプログラムですが、Archer's Advantageに比較して入力するデータは簡略化
されています。

ドローウェイト・軸間距離・ブレースハイト・ドローセット・アローレングス・スパイン・ポイン
ト・ノック・ヴェイン重量などは標準的なものが表示される部分もありますが大方は手入力が必要
です。

さて、結果はArcher's Advantageよりやや固めに提示されています。
EASTON Arrow Selector 2010
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こちらはEASTONのサイトからダウンロードされるフリーソフトです。

入力データはかなり簡略化されていますが、結果はArcher's Advantagとほぼ同一で730番は番外になっていま
す。

このソフトで注意しなくてはならないのはアロー初速の部分で、多くのボウメーカーが提示しているIBOではな
くAMOで入力するようになっています。

念のためAMOとIBOのデータを提示しておきます。

CAM AMO IBO

Soft Cam 210 fps 以下 230 fps以下
Meidum Cam 211-230 fps 261-290 fps
Single or Hard Cam 231 fps以上 291 Fps以上
さて、ここでは単純に結論は出せないのでVendetta XSの42#セットでは実射レベルでは730が一番まとまりがよ
さそうなのですが念のために同じ仕様で作ってある660番でもテストしてみたいと思っています。

どのみち、仕様によって補正値を整備しないといけないのは確かそうなので・・・・

ひとつ思いついたことがあります。

私が使っているレストはCobra Diamond Fall-Away Restです。

この種のレストはノッキングポイントを所謂テンションアームレスト(考え方としてはクッションプラ
ンジャーを縦にした)より高めにセットしないとアローはまっすぐに発射されません。



Archery Labo7

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/archery_labo7.html[2014/10/30 11:11:10]

X-Force HFでは1/8インチ辺りだったノッキングハイトがVendetta XSでは1/4インチになっています。

これはVendetta XSが軸間29インチというスーパーショートであるためストリングが作る角度が鋭角に
近いせいだと考えています。

さて、ファールアウェイレストではなぜノッキングポイントを高くしないとならないのかと考えると
それはリリースの瞬間にレストアームに柔軟性がないためポイント側が反動ではじかれるためだと思
います。

テンションタイプのアームではリリースの瞬間シャフトに掛った負荷によりレストアームが下方に押
し下げられているはずで、これによりシャフトが反発で上方にはじかれることがなく発射されている
のだと考えます。

この辺の動作メカニズムはリカーブボウのクッションプランジャーのバネとスパインの関係を考えて
いただければ想像しやすいと思います。

スパインが柔らかい場合にはアローはレストに絡むように飛び出した結果、右に飛びやすくなりま
す。(RHの場合でLHは反対と考えてください)
この場合、プランジャーのバネを固く調整してアローの方向が左になるように調整するのが一般的で
す。

また、固すぎるスパインの場合には、反発が速いためアローヘッドは左に向いてしまいます。
それを補正するにはプランジャースプリングを柔らかくしてプランジャーヘッドの沈み量を増加させ
てアローが右を向くように調整するはずです。

これをコンパウンドボウに置き換えて考えた場合、リカーブボウのプランジャーを90度回転させたも
のがテンション調整型アームレストになります。

コンパウンドボウではパラドックスは縦に発生しますのでスパインが柔らかすぎるアローの場合には
シャフトはレストアームに絡むように飛び出すためヘッドダウン/テイルアップになります。
この場合にはアームテンションを強くすると補正されるはずです。

一方固い場合には、反動でポイント側が上向きにはじかれるため、ヘッドアップ／テイルダウンの格
好になるはずで、アームテンションを弱くすれば良いことになります。

さて、話を本題に戻すと、ファールアウェイレストではアーﾑに柔軟性がないためポイントは発射の瞬
間に上方にはじかれる為スパインが固いアローを使ったときと同様の動作をします。

これを補正するためにはアームテンションを柔らかくすれば解決するはずなのですがファールアウェ
イレストでは不可能です。

そこでアローを真っ直ぐに飛ばすためにノッキングポイントを極端に上げれば良いのですがあまりス
トリングの上を引くことはドローフィーリングがよくありませんし安定性に欠けます。

そこでもうひとつの方法を思いつきました。
ポイント側の反動量を小さくすれば良いのですから、アローのより柔らかいものを使えば良いので
す。

各ソフトでのシミュレートの結果にもかかわらず私のケースでは1ランク柔らかいスパインであ
る730番のほうが660番よりグルーピング等の結果が良いのはこのためではないでしょうか?

ちょっと荒っぽい理屈かも知れませんが、それほど外れていないような気がします。

さて、どうやって検証したものでしょうか・・・・・・・

2010.8.10
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テスト試用品放出

置場所等の問題もあり、ラボでテストに使用したセットを放出します。

☆Browning Micro Adrenaline 26”-40# ＣＡＭＯ (サイト・STSストリングストッパー付き)    

☆Ｏｎｅｉｄａ Black Eagle2 Short L.F 27”-50＃ Ｂｌａｃｋ (レスト付き) 

☆Ｃｈａｏｓ ＳＩ 26”-29＃ Ｐｉｎｋ (Cobraレスト付き) ケーブルは452X換装

☆X-Force Omen 26"-50# Black (Cobraレスト+スポットサイト付き) 

☆X-Force Ｖｅｎｄｅｔｔａ ＸＳ 50＃ Ｂｌａｃｋ (Cobraレスト付き) ケーブルは452X換装

の5機種(いずれもRH)です。

いずれも、オーバーホール無しの状態での引き渡しですが完動状態のもので使用期間はまちま
ちです。

アフター・保証は一切なしなので、ご自身の自己責任・技術でセットアップ・チューニングが
可能な方に限ります。

価格はお問い合わせください。

メンテナンス・修理は保守パーツが入手可能な期間内は有償でお引き受けします。

また、対面販売・現地渡しのみとし地方発送等はいたしません。

直接いらしていただき、その場で検品していただきますが、当方が体力的・体格的また技術的
に使用は無理と判断した場合には受け渡しを致しかねますのでご了承ください。

 

2010.8.4
   

射場でのボウプレスを使いながらのチューニング-2

前回はボウプレスを使い、ヨークケーブ
ルの左右バランスを変えながら、グルー
ピング場所の変化を確認しましたが、エ
イミングしているところにヒットはした
もののフルドローで確認するとアロー
ヘッドはやや右を向いていました。

つまり、レストが少しインになった状態
でセンターヒットだったのですが、これ
を何とか補正したいと考えていました。

可能ならサイト・レスト・アロの方向、
そしてヒットポイントもセンターにする
方法を模索しているのですが、あと考え
付くのがケーブルガイドのオフセット量
を変化させてヒットポイントを修正する
やり方でした。

今回はこれに挑戦。
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さて、Vendetta XSのケーブルオフセットはメーカー出荷のままではかなりのクリアランスが
あります。
ケーブルガイドはある意味、必要悪で、ハンドルをねじったりカムのチルトを大きくしたりの
悪さもしますが、ケーブルの振動をダンプしてくれるという効果も大きいのです。

理論的にそのもんだいを突き詰めた方式、「スプリットケーブル」によるシンメトリーな振り
分け型ケーブルシステムも登場はしたのですが、ケーブルの間にアローを通さなくてはならな
いことと、引っ掻きリリースなどするとケーブルの振動が消えず扱いにくい面もクローズアッ
プされたりもしました。

シューﾃｨングマシーンのようにきれいにシュート出来るなら理想的なのですが、人間が扱うと
いう面を考えるとデメリットも強調されなんとなく消えてゆく運命のような気がします。

さて、本題に入りますと、具体的にどうするかというと、通常、ケーブルガイドのオフセット
量が大きければ大きいほどハンドルの対するねじれストレスは大きくなり、カムのチルト量も
増加します。

そこで、オフセット量を小さくすればそれらのストレスは減少させることは出来ますが、ヴェ
インとケーブルが接触しやすくなります。
幸い、現在使っているアローのヴェインはBohning X-Vainのロープロフィール(ヴェインの背
が低い)を使っているためかなり幅も取れます。

ということで30mの距離でシュートしながらテスト。

写真の方向に約45度回してオフセット量を減少させたところ、前回センターにヒットしたもの
が3時方向の9点線上まで変化しました。

これは予測通りだったので右にシフトしてあったレストをPSEの指定のセンターラインまで戻
せましたし、アローヘッドの右向きも緩和されました。

次回はこのままの状態で、50メートルでチェックしてみるつもりいます。
  2010.8.2
   

Stokerized The Nucleus Stabilizing Systemの応用

チューニングがきっちり取れていて、リリースも「ふくら
み癖」がないアーチャーがシュートした場合のセンター

Stokerized The Nucleus Stabilizing
Systemの試用を続けていますが、エイミ
ングの揺れが消え、発射衝撃も小さく満
足しています。

私が愛用ししているX Force Vendetta
XSに装着すると約2.9Kgと決して軽い
セットとは言い難いのが欠点ですが慣れ
とは恐ろしいもので苦痛は全くなくなり
ました。

さて、私の場合はセンターロッドに純正
の20インチのものを使用しているのです
が全く違和感はないのですが、30インチ
近い長尺のロッドを使いなれた方には扱
いにくいようです。

本来、PSEのXシリーズのようにリフレッ
クスが強めのハンドルライザーはもとも

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/ac-rod-opt.jpg
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ロッドの動作方向です。

センタースタビライザーは弓の中心より下に装着するの
で、シュート時にはいったん上方向にたわみ反動で下に戻
ろうとします。

シュートしてこの動きなら問題ないということになりま
す。

と重心が的方向にあるためあまり長い
ロッドは必要ないはずなのです。

あまり長いロッドを使用すると前重心に
なりすぎ、モーメントの影響で押手の肩
にかなり負担がかかるはずです。

元来押手の方が弱い私には前重心はコン
トロールできないのでセンターロッドに
は20インチから24インチのものを使用し
てきましたから、今回の20インチは
フィーリングもぴったりでした。

 

さて、このシステムのフルセットを購入さ
れたお客さんがいらっしゃるのですが、こ
の方はずっとバイターの32インチを愛用さ
れていて「20インチはどうも・・」でし
た。(弓はXF6・60ポンド)

シュートのインターパルの時に、20インチ
では「杖の代わりにならないので疲れる」という
のが主な原因だそうで、私から言わせると
スタビライザーに期待している機能が違う
のではとも思うのですが・・・・

まあ人それぞれということでセンターをバ
イター32インチに付け替えてシュートして
いただいたところ、どちらかというとフ
レックス系(ゆらゆら系)のバイターロッド
の揺れがぴたっと一発で収まったのには
びっくりさせられました。

ということもあり、個人のフィーリングを
尊重することにし、フルセットのみの販売
を、急遽、単体売りも可としました。

ところで、知り合いに上記のようなセッ
ティング、センターを長尺のものを使
い、Vバーの代わりにNucleus
Stabilizing Systemをセットしたもの
をリカーブボウで試してもらっています。

今のところ傾向はバイター32インチと同様
のフィーリングのようで期待できそうです
が、あくまでチューニングが適切にされて
いるセットの場合なので、無条件にお勧め
は出来ません。
 

さて、この動きはあまり好ましいとは言いがたいもので
す。

こうなる原因は、カムのチルト(ヨークのバランス)が悪
く、カムが首振りを起こしている。

シュートが膨らみがちでストリングを荒らしたり、引きづ
られリリースをしている等と、左上の動作(スタビライ
ザーの位置)が複合した結果発生するものと考えられま
す。

今回のアクリルスタビライザーのようなソリッド系素材で
はこの動作はあまり好ましくなくトラブルの原因となりう
ると考えています。

さて、バリエーションとしてこのシステムとエクステンションロッド(Mロッド)と組み合わせと
いう方法も考えられるのですが、チューニングやシューティング技術があまりよくないとエクス
テンションロッドの根元のねじ部分が折損する可能性が大きいと思いますのでお勧めしません。

ところで、10インチのハンティングスタビライザーも同時期に取り寄せし、フィールド/ハン
ティング仕様のセットで試していただいたのですが、振動の消えが早く、従来のスタビライザー

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/ac-rod-non.jpg
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ではちょっともてあまし気味だったPSE Mojoモデルがとてもおとなしくなったそうです。

参考として各パーツの重量を記載しておきます。

フルセット(780g) 

20"センタースタビライザー  (270g) ・Nucleus System (120g) 14"サイドロッド  (390g)
   
  2010.7.31

Chaosでのトラブルについて

Chaosでストリングが切れるというトラ
ブルが発生しました。

今回のストリング切断は摩耗・消耗によ
るものではなく比較的新しいストリング
の左写真の矢印の位置で発生したもので
す。

フルドロー中だったためかアローは折損
しましたが、幸いシューターや周りの方
への被害はなく安心しましたが、予期し
ないトラブルでした。

現物やストリングの切断箇所を点検した
結果、ストリングのループの合わせ部
分(*)のサービングが通常より少なくむき
だし部分がカムのエッジ(矢印の辺り)で磨
滅した結果切断したようです。

*PSEのストリングは伝統的にループに
サーピングを巻いていない

 

今後も起こりうるトラブルであるため、修
理・ストリングの差し替えした当該弓は念
のためカムのエッジ部分の研磨をし、スト
リングのサーﾋﾟﾝｸﾞの合わせ目の部分をカム
のフックぎりぎりまで巻きまし(3mm程
度)して対応しました。

さて、右上は当ラボでカスタム仕様として
いるBarracudaストリング、下はChoas用の
純正ストリング(Dynaflite97)のループ部分
です。

Barracudaは明らかにサーﾋﾟﾝｸﾞが不足して
います。
また、純正ストリングも数点点検した結
果、サーﾋﾟﾝｸﾞの位置に若干差がありまし
た。
ストリングは手作りの要素が強いためばら
つきは仕方ないことだと思います。

さて、Barracudaは現在X-Force6・7、XF

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/chaos-trbl-01.jpg
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Vendetta XS、そしてChaos用を準備して
あるのですが、弓に装着する際にはすべて
のストリングでサーﾋﾟﾝｸﾞの合わせ部分の巻
きましをする予定でいます。

Chaos以外の機種に関してはカムのサイズが
大きいのでカムのエッジとループ部分が直接
接触する可能性は小さいのですが念のために
加工して出荷する予定です。

また、純正ストリングに関してはメーカー
組み込み品、ストリング単品を問わずサー
ﾋﾟﾝｸﾞをチェックの上、必要であれば巻きま
しして出荷いたします。

特に、Chaosの場合、カムのサイズも小さ
く、ストリングフックからエッジ部分まで
の距離が短いので、上記施工のほかにカム
のエッジ部分の研磨をして出荷する予定で
います

当ラボでご購入の方以外へのストリング単
体の販売や補正加工、カムのオーバーホー
ル等はいたしません。

。

当ラボでChaosを購入された方は念のため無償にて点検を行いますのでご連絡いただければ幸いです。

  2010.7.24
   

Vendetta 用のコンパクトなケース

 

可搬型ボウプレス(本来は据え置き型をむり
やり運んでいる)を射場に持ち込むように
なってから、一緒に弓のセットを運ぶのが
ちょっと苦痛です。

ボウプレスをキャリーカートで引っ張り、
弓はTokyo Hybridで背負うのが今のパター
ンなのですが結構堪えます。

ボウプレスはバーベルウェイトのようなハ
ンドルを「しゃもじ」に切り替えて軽量化
を図ったのですがこれ以上は無理です。

となると背負いの弓のほうを少しでも軽く
するとなると、ケースをよりコンパクトな
ものにするしかありません。

もともと、Legend Tokyo Hybridは商品と

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/chaos-trbl-02.jpg
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してアイデアを提供し実現したケースなの
ですが、商品としての幅を持たせるため、
メイン商品であるPSEのCPに対応させる
必要がありあのサイズになったのです。

実はイメージとしてはもっとコンパクトな
ケースが欲しかったのですが、商品と考え
た場合PSEの最高級モデルMoney Makerを
外すわけには行かなかったのです。
 

さて、MMを収納するには、内寸は最低で
も111センチ必要です。
ということでTokyo Hybridケースのサイ
ズが決定したのですが、もともとXF(カム
の末端で98センチ)を愛用していた私には
ちょっと長すぎる感は否めませんでし
た。

ましてや最近のマイボウがChaos(末
端88センチ)やXF Vendetta XS(末端88セ
ンチ)だとなおさらです。

しかも、Tokyo Hybridケースは次の入荷
ロットで終了予定なので今後入手でなく
なります。
ということで、代替品を探し始めまし
た。

背負いが可能でCPの収納に向いているも
の、しかもローコストのものというとシ
ンセサイザーキーボードかモデルガン用
ソフトケースということになります。

そして、今回発見したのがZENN
KBG37というキーボードケー
ス(3,600円)で内寸は94×38×15Cmです。

とりあえずVendetta用として発注、実物
を見てみると縫製の頑丈さなど
はLegendにはとても及びませんが実用に
はなりそうです。

上はXF Vendetta XSと、左はChaosとの

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/new-case-vendetta.jpg
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比較写真です。

ところで、このケースにX-Force6を入れ
てみましたが、ソフトケースなので若干
膨らむため何とか収納可能でした。

尚、このケース、在庫限りのようなので
入手したい方はお早めに・・・・

  2010.7.21

   
   

EZ-Pressの問題点の改善

さて、昨日千代田体育館での試用の際に
問題となる箇所が数か所ありました。

一つはVendettaのように軸間２９インチ
程度のモデルでは問題はないのですが、
４０インチを超える弓の場合には、アー
ムの伸長側に重心が移動するため、左に
傾いてしまうことが判明。

最新の３８インチ程度のモデルでも不安
定が予想されるため、何らかの対策が必
要です。

取りあえず、前後倒れ防止用の２本の
アームにクロスする形で同じ８５センチ
長の板を取り付けてみました。

横倒れ防止用アームは、２本の前後保持
アームの上に重ねたため板厚の分だけ先端
が宙に浮いてしまいます。

そこで、板の先端にM8のアジャスターを
取り付けてバランスを取れるようにしまし
たが、新たな問題が発生。

板厚が薄すぎて防止アームがしなってしま
います。

とりあえず転倒などは防止できますが
ちょっと使いにくそうです。

板を2枚重ねにしてみましたが、気休め程
度にしかなりません。

アルミのアングルやチャネル材をつかって
強度を上げるほうがよさそうです。

2010.7.18

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/ez-press-m-01.jpg
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射場でのボウプレスを使いながらのチューニング

千代田に赴く寸前に、手配していた5/18-
11のナットが到着しました。
これは入手しやすかったウィットねじ
だったので使えるかどうか心配だったの
ですか、装着してみると何とかなりそう
です。
まあ、振動が出る機器にに使用するわけ
ではないのでなんとかなりそうというこ
とで、ウェイトリフティングのウェイト
のようなハンドル(約2.45Kg)を軽量なも
のに変更しないと運搬が苦痛です。

とりあえず、近所の100円ショップに走
り、色々物色した結果、「大き目の穴が
あいたしゃもじ」を発見。

これは使えそうだと思い、購入して帰り
入手したナットでボウプレスに取り付け
てみました。

見てくれはともかく実用上は問題なさそ
うです。 とにかく、軽くなりました!!

さて、千代田に到着し30メートルで実射し
ながら調整の繰り返しを開始。

今回のテーマはヨークの片側をツイストす
ることでヒッティングポイントの変化の確
認です。

スタートはレスト・スコープ・そし
てPSE独自のセンターマークを一直線上に
揃えた線です。

しかし、以前からこのセットではやや9時
方向にグループします。

レストやサイトで右に寄せることも可能な
のですがせっかくメーカーが指定している
センターラインを維持したいため、ヨーク
の調整で何とかなるかを確認しました。

結果、右側のヨークを2回転半巻きましし
たところ1-2センチほど右に寄ったものの
まだ9時方向の赤/ゴールドライン上で、し
かも、カムの傾きも過剰な印象です。

そこで、1回転半戻してから、レストをほ
んのわずか右に移動してシュート。
これで、センターグループになりました。
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ところで、エイミングしながらシャフトの
方向を確認しながらシュートしていたので
すが、シャフトがまっすぐターゲットセン
ターに向いているにも関わらずヒット位置
は9時方向でした。

センターグループした位置ではシャフトは
やや右に向いている印象です。

静止状態での方向と動的な押し方向のずれ
が原因かと思います。

リカーブボウのスパインに静的スパインと
動的スパインがあるように実際のストリン
グの移動ラインは静止状態でのシミュレー
ションとは一致しないということなのだと
思います。

しかし、どこかにシャフトの方向とヒット
ポジションが一致する組み合わせが存在す
るはずです。

次は(試せるのは来月ですが)、ケーブルガ
イドのオフセット位置を変化させこのずれ
を補正できるかどうかを試してみたいと思
います。

今回はスタビライザーは装着したまま調整したかったの
で、備品の机を拝借し、クランプで留めて使用しました。

テーブルなとがない場合には、スタビライザーを外して床
で作業ということになります。

  2010.7.17
   

可搬型ボウプレス他

母親の介護、その他の理由で射場に赴いて練習や実権が出来るのは週3回に限られています。
その間、自宅兼オフィスでペーパーチューンなどである程度「想像力」を働かせて調整、実射で
テスト・検証を繰り返していたのですが、どうしても射場で調整をやり直したいことが増えてき
ました。

例えば、純正のHOYTではできないヨークケーブルのスプリット部のツイスト/アンツイストに
よるグルーピング位置等の補正などはその最たるもので、手元にボウプレスがあればすぐに試し
ができるのにと苛立ちながら帰宅、お試しは次月回しとなるケースが多々ありました。

また、射場も50メートル以上になると母校のグランドに赴くしかないのですが月1回の当日に雨
に泣かされることも多いのです。

そんな、こんなのうちに江戸川区に完全インドアの50メートルのアーチェリー専用射場が出来
たというのでフランチャイズを従来の千代田/八幡山か千代田/江戸川にシフトしました。
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どちらも完全インドア射場なので、安全で天気に左右されることはありません。(多少暗くて矢
飛びが見えにくいのを差っ引けば・・・・)

ということでスケジュール調整がやりやすくなり同時に外部に惑わされにくい射場を確保できた
ので、なんとか現地に機器を持ち込み、そのばで調整と実験そして検証をやりたいと思うように
なりました。

ステップ1で必要なのは可搬タイプのボウプレス、そしてアロースピードメーター。

さて、可搬タイプのボウプレスというと大変危険で、下手をすると指を切断するような大けがに
繋がります。
一応ラチェット型で、PSEのXシリーズ使えそうなものも手配したのですが、同時にかなり重量
はありそうなもののコンパクトでX-*Forceのようなパラレル/ショートリムスタイルのモデルに
も使えそうなのものということで色々と検討した結果EZ Pressを手配することにしました。

とりあえず持ち運びするのを前提なのでオプションの電動モーターやスタンドはカットして本体
のみ手配。

ただし、本体のみだと、机の上やワークベンチにボルトやクランプでしっかり固定する必要があ
ります。
机は射場の物を借用して、クランプでとも考えましたがいろいろと問題も起こりそうなのでとり
あえず軽量で安全な自立方法ということで100円ショップで端切れの板を購入、ドリルで穴をあ
けてボルトナットで締め付けることにしました。

ということで作ってみたのが下記の写真のものです。

これだと座って作業することになります
が、重心も低く倒れにくいのでまず安全
です。

板材は85センチのものをそのまま使用、
何らかにドリルで穴をあけブレスに
はM6のボルトと蝶ナットで留めてありま
す。

さて、今後のテーマですが、調整用ハン
ドルが大きくて重量級です。

いずれ、これをもっと軽量のものにチェ
ンジ使用と考えていますがねじの規格が
インチなのでちょっと時間がかかりそう
です。

さて、運び方ですがとりあえずむき出しでというわけにもゆかないので手持ちでサンプルとして
とってあった大型のキーボードケース(厚すぎて弓をいれるのにはオーバーサイズだった)を利
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用、頑丈そうなキャリーを購入して引きずってゆくことに、弓はTokyo Hybridで背負ってゆける
し・・・・

さて、もう一つのテーマ、アロースピード計測
器ですが手持ちのChronoでは三脚やライティン
グシステムが必要なので不可、ということなの
でセットが簡単で運べるものということで手
配。
結局「レーダー型?」のものを入手しました。

これは、スタビライザーの先端に機器を取り付
けるようになっているのですが同封されてきた
ロッドが7インチ、これが設置のミニマムらし
いのでもっと長いものでも可能なはず。

出来たらAMOやIBOのようにドローレングスに
合わせた位置で測定したいと思っていたのです
が、手持ちのバイブラチェックの26インチのア
ルミロッドの先に取り付けるとちょうどハンド
ルのバックサイドから機器まで私のドローレン
グスと同じ27インチになりました。

早速、試射してみたところ246fpsですから据え
置き型のChronoとほぼ一致、これは使えそうで
す。

17日の土曜日は千代田で練習できるはずなので
ボウプレスとスピード計を持ち込んでお試しデ
イにする予定です。

キャリーカートが到着したので収納してみ
ました。

写真のようにもて握していたケースも利用
できて何よりなのですが、内容物の形状の
製でちょっと変形気味なのでキャリーに縛
り付けるのに一苦労です。

しかし、運搬は楽そうです。
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RV用ボックスのようなハードケースも検討
したのですが内寸が「帯びたすき」だった
のでしばらく保留。

軽量な内寸1000×300×300のボックスが入
手できると理想的なのですが・・・・

 

さて、重いので交換したい操作ハンドル
なのですがねじのピッチや径を測ったと
ころ5/8インチ11山のようです。

これはM15-16相当です。

面倒なことに5/8-11のピッチはウィット
とユニファイが存在しているらしくこの
機器に使用されているのはどちらだか見
当がつきません。

ウィットのナットなどは比較的入手しや
すそうなのですが、ユニファイ(並
目5/8unc)は高価で入手しにくそうです。

ピッチは写真右側のピッチゲージで測定
したのですが、問題はねじがウィット仕
様かユニファイかです。

両者の違いはねじの切り込みの角度が
ウィットが55度に対してユニファイ
は60度。

写真の左は、痛んだねじの補正用ジグな
のですがこれは60度のユニファイ用です
が、これをあててみるとどうも60度の様
子。

5/8インチ仕様のノブなどは市場になさそ
うだし、さあ、どうしますか・・・・・
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  2010.7.15-16

フォームチェック

５月初旬に参加した千代田区アーチェリー協会の合宿時のビデオを会員の方が送ってくれまし
た。
このときはアンチローリングスタビライザーのテストと同時にドローレングスのチェックをし
たのですが・・・・・

よく見ると感心出来ない箇所がぼろぼろと出てきました。
エイミング時の縦揺れはまあ仕方ないとして、セットアップからドローイングのプロセスやや
無駄な動きがある、リリース時に顔が動いている、等々です。

(ビデオの前半はスローになっており一瞬ですがアローの軌跡が確認できます。)

さて、ドローレングスですが現在は従来より１/２インチほど長めの２７インチにセットしてあ
ります。

これは前項のStokerized Stabilizerの The Nucleus システムが当初想定していた
よりも軽量だったこと、グルーピングをよりタイトにするためほんのわずかだけ弓を前方に押
し込める柔軟性が欲しかったためです。

しっかりロックするシュートではやや短めに、弾力のあるシュートをしたいときはやや長めに
がセオリーと考えているのですが、前者はやりすぎるとエイミングが上方向にずれやすくなり
失敗時には弓がキックしやすくなる。
また、長すぎるとエイミングが下について動かなくなったり疲れてくると下にミスったり、
フォロースルーで押手が保持出来なくなったりします。

ということで現在もお試し中です。
  2010.6.13
   

Stokerized Stabilizerの The Nucleus システムの実射テスト
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フルセットでの実射テストを行いました。

私のセット１本では、性能が把握しにくいので知人にもテストを依頼、知人のセットはX-
Force 6 28インチドロー 48# +ACG４８０アロー。

私のものはX Force Vendetta XS 27インチドローの42#(リムを差し替えてフルボルトで42#に
なるように改造) + Carbon One 730および660で私の方は改造CPのテストとスパインの比較テ
ストを同時並行で行っています。

上記ビデオではまとまりがよかった７３０番を使用しています。

いずれも、静かでソリッドなイメージ、そしてなによりエイミング時の揺れが小さいという印
象でした。

知人の方はリカーブボウもシュートするのでそのままのセッティングをリカーブボウに移植し
てテストしてもらうことになっています。(数人にテスト依頼の予定)

結果はいずれご報告を・・・・・
  2010.6.7
   
   

セッティング上の注意

The Nucleus スタビライザーシステム
を、ハンドルに取り付ける際の注意は、
前回の記事で言及しましたが、いい加減
にやるとハンドルライザーの折損にも繋
がりかねないので図解しておきます。

左写真の黄色い矢印部分がスタビライ
ザーブッシュの位置ですが写真のモデ
ル・PSE X-Force Vendetta XSではコス
ト削減の意味からかブッシュが存在せず
ハンドルに直接タッピングしてありま
す。

そのためアセンブルモジュールの下
( )
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側 青の矢印部分 がわずかですがハンド
ルに接触します。

弓を引かない状態では問題はないように
思えるかもしれませんが、フルドローで
負荷がかかるとハンドルライザーは多か
れ少なかれ撓むためハンドルとモジュー
ルのエッジが接触する可能性がありま
す。

接触点に傷を付けてしまうと最悪の場合
ハンドルライザーがここから折損する可
能性もありますので、多少のクリアラン
スは必要です。

写真のケースでは１．５mm厚の金
属ワッシャーを噛ませてありま
す。

また、センターロッドの取付け部分の
肉厚があまりないので(赤の矢印部
分)ねじ部の長いアダプターやスタビラ
イザーを使用するとハンドルライザー
に接触し傷つける可能性もありますの
で注意が必要です。

  2010.6.3
   

Stokerized Vendetta XS

発注をかけてあったStokerized
Stabilizerの The Nucleus システムが到着
しました。
セットするのに１/４インチのレンチ、そ
してハンドルの形状によって
はM8(5/16")のワッシャーが必要になりま
す。
 
システムのブラケットの形状の関係で
エッジがライザーに接触する可能性があ
るためです。 

Vendetta XSにはローコスト化のためか
スタビライザーブッシュが装着されてい
ないので5/16の金属ワッシャーを１枚か
ませてあります。

そうしないとライザーのたわみによって
傷が付きクラックが入ってしまう可能性

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/stokerized-setting-01.jpg
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があるからです。

ただし、樹脂ワッシャーなのど弾力があ
るものはお勧めできませんのでご注意く
ださい。

さて、肝心な重さですが想定していたより
軽量でVendetta XSと組み合わせて６．４ポ
ンドてすから2.9Kgといったところです。 

今度の日曜日に距離テストを行い様子を見
てから商品として販売するかどうかを決め
るつもりでいます。 

さて、実射はPSE Vendetta XSのメーカー
にはない４２#仕様(フルボルトで)のドロー
セット２７インチのものです。

アローはこのところお気に入りのCarbon
One 730と660の２６インチのものを準備し
てあります。

ついでにフレッチングも新しい組み合わせ
のテストを兼ねています。

さて、実際にシュートしてみた感触です
が、ソリッドなのに静か・・・・

一見矛盾した表現なのですがこれは実射
した方にしか理解できないかもしれませ
ん。

まずは、サイドロッドの位置を前後して
シュートしてみるつもりでいます。

これでピッチング(弓の飛び出し)を任意に
コントロールできるのは大きなメリット
です。

file:///E|/hyper-dat/coatlhead-web-new/stokerized-vendetta.jpg
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振動は全くと言ってよいほど感じないの
ですが念のためダンパーになってい
るMAX JAX END CAPも５個(センターお
よびサイドロッドの前後×２個分)準備し
てあります。

 

  2010.6.2
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